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]0月 24日 (木)午前 10時よ

り、東京・明治座 において、令

和6年度 食品衛生功労者・食品

衛生優良施設等表彰式が受賞

者、食協関係者ほか、約 1,100

名の参集を得て、盛大に開催

されました。この表彰式は、

食品衛生の重要性を広く国民

に周知 し、食品衛生思想の普

及向上を図り、もつて公衆衛生の向上に寄与

することを目的として毎年開催しています。

伊原 和人厚生労働事務次官ならびに福士 博

司日食協副会長のあいさつで始まり、第 1部

の厚生労働大臣表彰の部では、伊原 和人厚生

労 l171事 務次官より食品衛生功労者 (179
名)、 食品衛生優良施設 (95施設)に表彰状
と記念品が授与されました。第2部の日本食

品衛生協会会長表彰の部では、福士副会長よ

福士 博司      大坪 寛子      鵜飼 良平
日食協冨J会長     厚生労働省     日食協理事長

健康 生活衛生局長

り食品衛生功労者 (326名 )、 食品衛生優良
施設 (184施設)に表彰状と記念品の授与、
食品衛生行政担当者 (181名 )に会長感謝状
が贈呈されました。受賞者代表による 謝辞の

後、こ来賓として藤田 不」枝全国保健所長会長

(代理 渡瀬 博俊中央区保健所長)よ り祝辞を

賜りました。最後に岸 秀年日食協副理事長が

閉会の辞を述べ、表彰式は盛会裡に終了いた

しました。 (総務部)

伊原 禾□人

厚生労働

事務次官

厚生労働大臣表彰食品衛生優良施設 :テ ィーエムパックllll様 日食協会長表彰謝辞 :村中 洋祐様
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飩 食品衛生指導員体験発表

全国 6ブロックから12名の食品衛生指導員により、日頃の指導員活動についての体験

を発表していただき、発表者を代表して、東海北陸ブロック、岐阜県支部の武藤 記子指

導員へ黒木副理事長 (宮崎県支部長)よ り表彰状ならびに副賞が授与されました。

体験発表に対する講評では、厚生労働省 健康・生活衛生局 監視安全課 山元HACCP国

内対策専門宮、消費者庁 食品衛生基準審査課 宮川食品規格専門官、日食協 声晏谷学術顧間

から指導員の皆さまの日頃のこ労苦について、謝意と敬意が表されました。

m食 品衛生指導員理事長表彰

食品衛生指導員活動優秀支部・支所表彰では、フつの支部・支所が受賞され、代表して富山

県支部富山市支所へ日食協津田副理事長 (大阪支部長)よ り表彰状ならびに副賞が授与さ

れました。続けて、食品衛生指導員理事長表彰された方がたはブロックことに映像により

こ紹介し、鵜飼理事長より総代 和歌山県支部 橋爪 正文指導員へ表彰状ならびに副賞の授

与が行われました。

津田副理事長の開会の辞で幕を下ろした本大会は、式典のほか、併設の展示会場におい

て、食品衛生指導員優秀支部
。支所表彰で表彰された各支部、支所の活動等を紹介したポス

ター展示のほか、衛生用品関連企業による展示が行われ、多くの来場者で賑わいました。

(食品衛生推進部)

10月 23日 (水)午前 11時00分より、第77回全国支部長会議が開催され、鵜飼 良平日食協

理事長のあいさつの後、吉田 一生厚生労働省 健康・生活衛生局 総務課長、野添 岡」司農林水産

省 大臣宮房新事業・食品産業部食品製造課長より来賓のあいさつをいただきました。会議では、

主に令和6年度事業の進捗状況について報告いたしました。           (総 務部)

吉田 一生

厚生労働省

健康 生活衛生局

総務課長

野添 岡J司

農林水産省 大臣官房

新事業 食品産業部

食品製造課長

(総務部)

会議の様子



日食協ではHACCPに 沿つた衛生管理につい
て各種研修会を開催しておりますが、今回は上

半期に開催されました中から「HACCP基礎研
修」と「HACCP導入に関する研修」のアンケー
ト結果についてこ報告いたします。

HACCP基礎研修は、HACCPに 沿つた衛生
管理の導入にあたつて食品製造にかかわる微生

物の基礎や一般的な衛生管理を初めて学ぶ方を

対象としており、本年度は5月、6月で2回ウェ

ビナー開催いたしました。今年度は食品衛生基

準行政が厚生労働省から消費者庁へ移管された

こともあり、そのあたりの理解が深まつたとの

声が多く聞かれました。各講義において70%
以上の理解をしヽただいた方の害」合は次のとおり

となりました。

・食品製造にかかわる微生物の基礎…・83%
・汚染防止のための衛生管理

(―般衛生管理について)… …………86%
・ HACCPと ―般衛生管理 ……………・850/0
0衛生管理の法規制……………………・フ60/0

「HACCP導入に関する研修」は農林水産省の
補助を受けて6～ 7月 で開催し、輸出を考えて

いる、あるいは既に輸出を行つている事業者を

対象に、危害要因分析からHACCPプ ランを作
成・運用できる人材の育成を目的としました。e

ラーニングを 13講座と演習課題、そしてライ

ブ配信でのグループ演習 講評を行つており、

研修全体を通じて700/0以上の理解度をいただ

いた方は890/0と なりました。

]1月 6日現在で募集中の研修は

・ HACCPプランの作成・運用を目指す「HAC
CP3日 間研修」
・一般衛生管理を中心に八ザードや八ザー ド

コントロールについて理解を深める「一般

衛生管理の研修」

・ HACCPの指導・助言ができる人材を育成
する「HACCP指導者養成研修」
とな ります。詳細は日食協ホームページ

(httpsi//wwwn―shok∪ el」 p/eiSei/haccp html)

をこ覧ください。

9月開催の「HACCP3日間研修」におけるグループ演習風景

(公益事業部 公益事業課)
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令和 6年 10月 1日付
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化学試験部 部長代理兼

(昇任、配置換え) 化学試験部化学試験課 課長事務取扱
小林 保美

検査事業部事業推進課 課長 舌田 裕― 検査事業部管理課 課長代理

(兼務解除、配置換え)検査事業部 渉外担当 音Б長代理 太田 敬司
化学試験部 部長代理兼
化学試験部化学試験課 課長事務取扱

(配置換え)    検査事業部 渉外担当 課長代理 『可音Б 智之 化学試験部化学試験課 課長代理

令和 6年 10月 2日付

水野 一正、道野 英司が常務理事に就任いたしました。



「食の安心・安全・五つ星」事

業に関しましては、HACCPに
沿つた衛生管理の制度化を受け、

3年が経過した本年度より巡回指
導の中で本事業のHACCP型の推
進強化により、HACCPに沿つた
衛生管理の定着を進めていただい

ております。

今般、ポスターを掲示すること

で、消費者へ食品等事業者が安全

な食品を提供するために取り組ん

でいる衛生管理項目について適切

に情報提供すること、「HACCPに
沿つた衛生管理」の理解浸透を図

ることといた しま した。また、

HACCP普及のための食協事業を
関係行政にも周知することで、本

事業の認知度向上を目指してまい

ります。すでに各支部。支所には送

付しておりますので、食協窓口、

主管行政窓口への掲示により本事

業の周知にこ協力ください。なお、

すでにHACCP型 にこ登録いただ
いている参力日施設には、当協会か

ら随時、直接発送しています。

本ポスターは、業種や業態に左右

されないようシックなデザインにし

ました。また、ポスター右下に、消

費者に対し事業者が取り組む衛生管 難書

理項目に関する音声ガイド付き動画

(QRコード)を掲載しております。

HACCPに沿つた衛生管理を含め、本事業HACCP型の認知度向上、
的な掲示をお願いしヽたします。

普及推進のため、積極

(食品衛生推進部)

五つ星事業の従来型につきましては、令和 7年
度をもつて廃止いたします。HACCP型への移
行促進のため、以下のとおり実施しています。

・従来型からHACCP型への移行促進費を令和
8年 3月 まで交付
・ HACCP型プレー トデザインのステッカーを
無償提供

・経年劣化したHACCP型プレー トを無償交換
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食品衛生研究所 (東京都町田市)では、食品検査や品質管理等の業務に携わる皆さまに知識や技術

の向上を支援する実習研修会を開催しております。今回ご案内する研修は、理化学試験の基礎研修

として「機器分析の基礎」を学んでいただく研修になります。経験豊富な講師とスタッフをそろえ、

各自が手を動かす実習もこ用意しております。また、単に操作の実習を行うにとどまらず、手技の

コツ、日頃抱いてしヽる検査に関する質問についてもお答えします。

]]月 に開催予定のコースについてこ案内します。
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理化学試験の基礎研修 (GCoLC初心者編 )

食品等試験の機器分析にとつて大切な前処理につしヽて、固相抽出を用いた研修で

学んでいただきます。固相抽出の研修では基礎となる「濃縮」「精製」「分離」につ

いて、実際にマニホール ドを用いて色素の分離やアフラ トキシン試験で用いられ

ている多機能カラムを使用し、実習形式で学んでいただきます。また、機器分析

についてはGCと HPLCの基礎や原理の解説、HPLCでは実際の機器を見ながら基

礎的な装置構成も学んでいただきます。

2024年 11月 29日 (金)]3時 開始
食協会員・特別会員 22,000円 、一般 26,400円

詳 しく|よ、食品衛生協会ホームページをこ確認下さい。

https i//ifha― lab ip/serlllnar― |∩ fo/

畔 1聯
辮 轟

検査事業部 管理課 TEL:042-789¨ 0212巨‐mail:kenshu@ifha.or.ip



幅広い補償範囲を備えた「あんしんフード君」のオススメを!
「あんしんフード君」。「食品営業賠償共済」共済金支払い状況

解説 損害賠償以外の各種費用補償も充実 !

1錮鸞靱炒左窪騨黛篠請壌説謳禁議野TT曇「琴

講鰈
記纂犠醒萩:響鷺 1場機纂菖輩攀髯8=沐予IT写1討摯IT

祠
"^||ネ

提供し|た弁当1●よ|る|ノIEllウ|イ1■ ||■初■|■ 321199

,,ズ食中毒計1各種費用|にて初|||■1消■■|■31627
541110「朗対応費■●消毒費用●牛|=||■■1年|
場獣譴曇:話蒟書副■催

=l「

疑路:
を支払うた|(追加支払い)r■ |「||¬1計■|■

'291,39

あんしん
|

ノロウイルス

20240419

アニサキス 1202406291石 川県 1 支部

202404181 福島県

 1 

会津

あんしん 1仕出し 弁当

a酬 聾黎可 81F
提供した料理によるノロウイ

15日間分の休業補償金を支払
った。

提供した料理によるノロウイ |

ルス食中毒。損害賠償金のほ

かに体業期間 ]5日 間分の体
業補償金を支払つた。

提供した寿司によるアニサキ

賠 : 289,100
体 :  557,273

牛寺:   84,637

被 :  12,000
生 :   78,000

計 : 1,021,010

]フ0760
6322]3
80297
11,436
43.600
938,306

貝吉:  ]77990
2 1特 :   ]7,799

面十:  ]95,789

あんじん

フード君

提供した弁当の容器が破損し

]19::1曇
易景鳥n軍3重案電窪鷹T 膚19:G::

1計 : 104,786
202408271広 島市

施設の窓に宿

'自

客●」`寄 _‐ かか

ったところ手摺が外れ、お客

さまが落下した。

加入者店舗が雨漏りしており、
´

お客さまの鞄を汚損させた。

肛
常
計‐
一ぼ
特‐
計‐

フ66,356
76,636
842992

42560
468160

旅館 (而 )

施設リスク

202405161福 岡市 1 博多

業務リスク

202402021茨 城県 1 土浦

漏水リスク 1202306171東京都 1武蔵野

20240706

従業員が誤つて醤油さしを落

85001と し、お客さまの衣服を汚損

6001理曇な凩 ‐、性中にド3316001理曇幡評萱詔調‐、性中にド| _ iξ : ~ここ昇吉:ち祠   [に
|― rl フ::8::

a50059陽薇
り階下テ

証
」
計
一証
性
計‥

400099
40010
440,109

1,857,282
185,728
2,043,010

取引先から預かつていた冷凍

海産物を保管中、庫内の温度

管理ができておらず溶かして

しまい損害を与えた。

宿泊客が窓ガラスおよび障子

ガラスを破損させた。

,生 k磐

lξ

爾琶豪彗軋受託物リスク1202407091岡 山県 1倉敷市

202404211岡 山県 1 勝栗
旅 :   61,050

計 :   6],050

支払い日(20249]～ 930抜粋)
※太字の箇所は共済金が100万円を超えるもの。
※こ加入さllた支部 支所と営業所在地が異なる場合があります。

賠 :生産物賠1賞金、施 :施設賠償金、受 :受託賠償金、休 :店舗休業補償金、

特 :特別費用、初 :初期対応費用、消 :消毒費用、生 :生産物自体の損害、

被 :被害者治療費等、損 :損害回復費用、旅 :旅館宿,自者賠償金、計 :合計共済金



1次のよう|な場合に補償されます●la■‐‐―ル||リスタ条件で補償されます:)
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ジブラルタ生命がお届けする安心サービスのこ案内

治療費や葬式費用は待つてくれません。そのようなとき  死亡保険金を

介護が必要に
前払いOK!

最高1,500万円お支払い
大切な方の死というたとえようもない悲しみの中でさえも
高額の支払が必要になる現実があります。
ジブラルタ生命はご遺族の立場で考えました。

当面発生するお金の問題だけでもできるだけ
心配しないですむようにしたい。
簡単な手続きだけで最高1,500万円までの
死亡保険金を最短でその日のうちに
お支払するサービスです。

※当サービスのお取扱には、
責任開始後の所定の期間を経過しているなどの条件があります。

なられた場合、

もし、重度の要介護状態になられたとして…・
ご自宅を改装して在宅介護を受けられますか ?
それとも、介護施設に入居されますか ?
「保険料払込期間満了後」かつ「被保険者の年齢が満65歳以
上」で被保険者が公的介護保険制度の「要介護4」 または「要
介護 5」 に該当していると認定された場合、ご契約いただいて
いる死亡保険金を介護年金として前払いします。

ジブラルタ生命保険株式会社
本社/〒 100-8953東 京都千代田区永田町2-13-10

ジ ブ ロック

コルセンタ蜻罐絋蜻鐵了ヲ繭絋肱埒鸞
【受付時間】平日900～ 1800土曜 900～ ]700

(日確 祝日 1年末年始 を除く)

畿姦rtttar
ジプラルタ生命
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期間限定特別価格キャンペーンのご案内

11月 1日 ～翌年2月 28日 に行われるノロウイルス食中毒予防強化期間にあわせ、AttP試薬の期間限定特別価格キヤン
ペーンを実施いたします。また、12月 26日 まで、AttP検査機器本体の特別価格買い換えキャンペーンも実施いたします。
この機会に、旧機種からの買い換えにこ利用ください。

なお、頒布先は、全国の食品衛生協会と食品衛生関係行政機関に限定しています。

品■■名 定価(税込)
頒布価格 (税込 )

送■‐料
通常価格■

「
特別価格

ATP試薬

レシパックA3  100本 入り
26,400円 24,200円・ウ18,944FE

900円 ×個数
※]

レシパックPen  100本入り
レシノくックPen40 40本入り 13.200円 12,320円

ATP検査機器本体 レミテスター Smart 109,780円 81,972円● 67,496FE 無 料

※1:日食協より送付します ※21キ ッコーマンバイオケミフア株式会社より送付します
注)ATP試薬とATP検査機器本体を同時注文された場合でも、ATP試薬には送料が発生します

食と健康

食品衛生研究I   R雖:AI賣魃」:li:』li[
定期購読 書籍のご注文、
丁巨L03‐ 5830-8806

お問い合わせは 公益社団法人日本食品衛生協会 出版部普及課まで
FAX 03-5830‐ 8810 メールアドレス fukyuuka@jfha.orjp

11月となり、少しずつ気温が下がり季節の変わり目を感じる頃となりました。本年も食品衛生全国大会が開催され、皆さまの

お姿を拝見できうれしく思いました。体調を崩しやすい季節ですのでお体に気を付けてお過ごしください。 (上原)
編集後記


